
第
５
回
ト
キ
放
鳥

　
９
月
27
日
（
火
）
か
ら
、
野
生
復
帰
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
順
化
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
、
オ

ス
11
羽
、
メ
ス
７
羽
の
ト
キ
放
鳥
を
開
始

し
ま
し
た
。
今
回
も
、
順
化
ケ
ー
ジ
か
ら

直
接
ト
キ
が
野
外
に
出
て
行
く
「
ソ
フ
ト

リ
リ
ー
ス
」
で
行
い
、
通
算
５
回
目
の
放

鳥
と
な
り
ま
し
た
。

  

ト
キ
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ

ー
ム
が
追
跡
・
確
認
・
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ト
キ
は
広
い
範
囲
で
行
動
す
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
目
撃
情
報
は
貴

重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
ト
キ
を
見
か
け

た
ら
佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

佐
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ト
キ
の
森
公
園
か
ら
の
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案
内

　
佐
渡
市
ト
キ
の
森
公
園
内
の
資
料
展
示
館

に
お
い
て
、
６
月
11
日
に
認
定
さ
れ
た
、
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
ジ
ア
ス
・
世
界
農
業
遺
産
）
の

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
間
　
12
月
28
日
（
水
）
ま
で

内
容
　
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
に
つ
い
て
の
紹
介
、
佐

渡
に
お
け
る
取
組
み
、
認
定
証
の
展
示

場
所
　
ト
キ
の
森
公
園
ト
キ
資
料
展
示
館
　

　
新
穂
長
畝
３
８
３
―
２
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入
館
料
（
環
境
保
全
協
力
費
）

　
大
人
（
一
般
・
高
校
生
）
　
２
０
０
円

　
小
人
（
小
・
中
学
生
）
　
　
１
０
０
円

★
期
間
中
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
ト

キ
写
真
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ト
キ
の

森
公
園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
　
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
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政
策
係
（
第
２
庁
舎
）
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相
川
の
金
銀
山
が
大
規
模
に
開
発
さ
れ

た
17
世
紀
初
頭
、
採
掘
す
る
場
所
は
地
下

深
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の

が
、
わ
き
出
て
く
る
地
下
水
の
排
水
で
す
。

　
排
水
作
業
で
最
も
原
始
的
で
一
般
的
だ

っ
た
の
が
、
水
桶
で
汲
み
出
す
「
手
繰
水

替
」
で
し
た
。
水
桶
は
タ
ガ
が
鉄
輪
だ
っ

た
の
で
金
桶
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。

　
坑
道
に
「
請
舟
」
と
い
う
木
製
の
水
槽
を

置
き
、
金
桶
で
水
を
汲
み
た
め
て
順
繰
り
に

汲
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。
高
い
と
こ
ろ
に
汲

み
上
げ
る
に
は
、
「
車
輪
」
と
い
う
滑
車
を

取
り
付
け
、
釣
瓶
で
汲
み
上
げ
ま
し
た
。
汲

み
上
げ
た
水
は
「
掛
樋
」
と
い
わ
れ
る
木
製

の
樋
や
「
水
廊
下
」
と
い
わ
れ
る

排
水
溝
か
ら
坑
道
外
へ
排
水
し

ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
に
当
た
る
人
を

「
水
替
穿
子
」
と
い
い
、
昼
夜
交

代
で
休
み
な
く
排
水
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
排
水
の
効
率
を
上
げ
る
た
め
、

元
和
４
年
（
１
６
１
８
）
に
、
長

さ
３
メ
ー
ト
ル
・
直
径
15
セ
ン
チ

余
り
の
水
鉄
砲
を
大
き
く
し
た

よ
う
な
「
ス
ッ
ポ
ン
樋
」
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
寛
永
14
年

（
１
６
３
７
）
に
は
、
京
都
（
大

阪
と
も
）
か
ら
水
学
宗
甫
と
い
う
技
師
を
招

き
、
水
上
輪
（
ア
ル
キ
メ
デ
ス
ポ
ン
プ
）
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
水
上
輪
は
、
内
部
に
ら
せ
ん
状
の
板
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
「
車
一
廻
水
六
盃
」
分

の
能
力
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
操
る
人
を
「
樋

引
」
と
い
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
排
水
の
た
め
の
疎
水
道
も
掘

ら
れ
ま
し
た
。
金
銀
採
掘
量
が
衰
え
て
く
る

と
、
排
水
の
経
費
を
節
約
す
る
た
め
、
安
永

７
年
（
１
７
７
８
）
に
江
戸
か
ら
無
宿
が
水
替

と
し
て
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く
（
３
）

　
　
　
　
― 

地
下
水
を
汲
み
出
す 

―

釣瓶や水上輪で水を汲み出しているところ
（「佐渡銀山往時之稼行絵巻」より） と

い

び
き

す
い
し
ょ
う
り
ん

み
ず
か
え
ほ
り
こ

つ
る
べ

か
な
お
け

て
ぐ
り
み
ず

か
え

す
い
が
く
そ
う
ほ

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
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